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食
品
の
安
心
・
安
全
と
い
う
言

葉
が
叫
ば
れ
て
久
し
く
、
そ
の
中

で
も
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
と
い

う
言
葉
が
よ
く
使
わ
れ
て
い
ま

す
。
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
と
は
、

trace

（
ト
レ
ー
ス
：
追
跡
）
と

ability

（
ア
ビ
リ
テ
ィ
：
可
能
）

の
２
つ
の
用
語
を
合
わ
せ
た
言
葉

で
、
直
訳
す
る
と
「
追
跡
で
き
る

可
能
性
」
と
い
う
意
味
に
な
り
ま

す
。
具
体
的
に
は
、
ス
ー
パ
ー
等

で
並
ん
で
い
る
食
品
が
、
い
つ
・

ど
こ
で
・
ど
の
よ
う
に
作
ら
れ
、

ど
ん
な
経
路
で
流
通
さ
れ
た
か
等

の
情
報
を
た
ど
る
こ
と
が
で
き
る

こ
と
を
い
い
ま
す
。

　

農
林
水
産
省
の
平
成
23
年
度
食

品
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
導
入
準
備

委
託
事
業
に
お
け
る
食
品
の
ト

レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
に
関
す
る
意
識

調
査
（
ｗ
ｅ
ｂ
）
で
は
、
20
代
か

ら
60
代
の
約
３
０
０
０
名
に
ア
ン

ケ
ー
ト
し
た
結
果
、
回
答
者
の
８

割
以
上
の
人
が
「
食
品
の
ト
レ
ー

サ
ビ
リ
テ
ィ
を
高
め
る
取
り
組
み

が
食
生
活
に
お
い
て
重
要
」（
図

１
）
と
答
え
て
お
り
、
消
費
者
の

多
く
が
食
品
の
生
産
・
製
造
に
お

け
る
記
録
類
の
保
持
や
公
表
に
高

い
意
識
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が
伺

え
ま
す
。

我
が
国
に
お
け
る
　
　

ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
制
度

　

国
内
に
お
い
て
ト
レ
ー
サ
ビ
リ

テ
ィ
の
必
要
性
が
問
わ
れ
だ
し
た

の
は
い
つ
頃
か
ら
か
、
皆
さ
ん
ご

存
じ
で
す
か
。
２
０
０
０
年
に
加

工
乳
の
製
造
工
場
に
お
け
る
製
造

記
録
不
備
に
起
因
す
る
食
中
毒
事

件
が
問
題
と
な
り
、
農
林
水
産

省
、
厚
生
労
働
省
及
び
食
品
業
界

で
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
確
保
の
対

策
が
検
討
さ
れ
始
め
ま
し
た
。
ま

た
２
０
０
０
年
に
イ
ギ
リ
ス
で
発

生
し
た
Ｂ
Ｓ
Ｅ
（
※
１
）
問
題(
国

内
で
は
２
０
０
１
年
に
千
葉
で
発

生)

に
端
を
発
し
、
発
症
原
因
と

さ
れ
る
肉
骨
粉
等
の
使
用
を
確
認

す
る
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
目
的

農
産
物
の
信
頼
性
を
高
め
る
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
と

　
　
　

有
機
Ｊ
Ａ
Ｓ
制
度
の
役
割　

大
橋  

弘
保
（
認
定
事
務
局
）

図１　食品のトレーサビリティに関する意識調査
平成 23 年（2011 年）度 食品トレーサビリィ準備委託事業 報告書より

安
心
と
安
全
を
与
え
る
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
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に
、
２
０
０
３
年
６
月
に
「
牛
の

個
体
識
別
の
た
め
の
情
報
の
管

理
及
び
伝
達
に
関
す
る
特
別
措

置
法
」（
通
称
：
牛
ト
レ
サ
法
）

が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
他
、

２
０
０
８
年
に
一
部
の
米
穀
業
者

等
が
非
食
用
に
限
定
さ
れ
た
米

穀
（
通
称
：
事
故
米
）
を
食
用
と

し
て
不
正
流
通
し
た
事
件
が
複
数

発
覚
し
、
２
０
０
９
年
「
米
穀
等

の
取
引
等
に
係
る
情
報
の
記
録
及

び
産
地
情
報
の
伝
達
に
関
す
る
法

律
」（
通
称
：
米
ト
レ
サ
法
）
が

制
定
さ
れ
、
米
の
生
産
者
、
流
通

業
者
、
米
加
工
品
製
造
業
者
、
小

売
・
販
売
業
者
、
外
食
業
者
ら
に

産
地
情
報
等
の
表
示
が
義
務
付
け

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
農
林
物
資
の
規
格
化
及

び
品
質
表
示
の
適
正
化
に
関
す
る

法
律（
Ｊ
Ａ
Ｓ
法
※
２
）に
お
い
て
、

２
０
０
０
年
か
ら
農
産
物
の
原
産

地
表
示
の
義
務
化
、
有
機
食
品
の

検
査
認
証
（
有
機
Ｊ
Ａ
Ｓ
）
制
度

が
、
２
０
０
３
年
10
月
に
は
牛
肉

の
生
産
情
報
公
表
Ｊ
Ａ
Ｓ
規
格

（
通
称
：
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
Ｊ

Ａ
Ｓ
、
ト
レ
Ｊ
Ａ
Ｓ
）
の
認
証
制

度
が
始
ま
り
（
図
２
）、
そ
の
後

豚
肉
・
農
産
物
他
の
ト
レ
Ｊ
Ａ
Ｓ

規
格
が
作
成
さ
れ
運
用
さ
れ
て
い

ま
す
。
２
０
０
８
年（
平
成
20
年
）

に
は
、
そ
れ
ま
で
任
意
と
な
っ
て

い
た
業
者
間
取
引
に
お
け
る
農
産

物
の
産
地
や
加
工
食
品
の
原
材
料

の
表
示
が
義
務
化
さ
れ
る
等
様
々

な
政
策
や
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
。

　

当
セ
ン
タ
ー
は
、
２
０
０
０
年

８
月
に
有
機
Ｊ
Ａ
Ｓ
認
定
制
度
に

お
け
る
登
録
認
定
機
関
と
し
て
の

認
可
を
取
得
し
、
有
機
農
産
物
の

生
産
者
約
１
６
０
事
業
者
（
農
家

数
約
３
７
０
戸
／
国
内
認
定
農
家

の
約
１
割
）
の
認
定
を
し
て
い
ま

す
。

　

有
機
Ｊ
Ａ
Ｓ
制
度
で
は
、
国
が

認
め
た
第
三
者
機
関
（
登
録
認
定

機
関
）
が
、
認
定
を
受
け
た
生
産

者
や
加
工
業
者
ら
を
有
機
食
品
基

準
に
基
づ
く
生
産
管
理
を
維
持
し

て
い
る
か
を
年
１
回
以
上
監
査
す

る
シ
ス
テ
ム
に
な
っ
て
い
ま
す
。

有
機
農
産
物
の
生
産
基
準
で
は
、

や
む
を
得
な
い
場
合
に
限
り
一
部

農
薬
の
使
用
が
認
め
ら
れ
て
い
る

も
の
の
、
化
学
合
成
肥
料
や
化
学

合
成
農
薬
の
使
用
は
基
本
的
に
認

め
ら
れ
て
お
ら
ず
、
生
産
に
使
用

図２　有機ＪＡＳマーク（上）と
　　　トレーサビリティＪＡＳマーク（下）

は
『
農
場
か
ら
食
卓
ま
で
、
安
全

で
持
続
可
能
な
シ
ス
テ
ム
管
理
が

保
証
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
』

と
し
、「
環
境
」
を
一
つ
の
キ
ー

ワ
ー
ド
に
し
た
「
フ
ー
ド
ビ
ジ
ョ

ン
」（
食
品
指
針
）
を
策
定
し
ま

し
た
。
そ
の
中
で
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク

（
有
機
）
食
品
を
「
意
欲
的
基
準
」

と
設
定
し
、
シ
ス
テ
ム
認
証
と
ト

レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
の
保
証
さ
れ
て

い
るGLO

BAL G.A.P.

（
グ
ロ
ー

バ
ル
ギ
ャ
ッ
プ
※
３
）
等
の
農
場

認
証
を
受
け
て
い
る
農
産
物
や
水

産
物
の
エ
コ
ラ
ベ
ル
と
呼
ば
れ
る

Ｍ
Ｂ
Ｓ
（
海
洋
管
理
協
議
会
）
認

証
・
Ａ
Ｓ
Ｃ
（
水
産
養
殖
管
理
協

有機 JAS マーク
生産方法に特色のある JAS
マークで、有機栽培された
農産物など、有機 JAS 規格
を満たす食品につけられま
す。有機食品は環境への負
荷をできる限り減らした農
業から生まれます。

対象品目
有 機 農 産 物、 有 機 加 工 食
品、有機畜産物、有機飼料
の４品目

生産情報公表（トレーサビリティ）
JAS マーク

生産方法に特色のある JAS
マークで、だれが（生産者、
製 造 業 者 の 氏 名 や 住 所 ）、
どこで（牧場、養殖場、田
畑 な ど の 所 在 地 ）、 ど の よ
うに（エサ、農薬の使用状
況など）生産したかを消費
者に提供する JAS 規格を満
たす食品につけられます。

対象品目
生 産 情 報 公 表 牛 肉、 同 豚
肉、同農産物、同加工食品

（豆腐、こんにゃく）、同養
殖魚の５品目

海
外
に
お
け
る
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
・
認
証
制
度
と

国
内
の
動
き

し
た
肥
料
や
土
壌
改
良
剤
他
、
慣

行
栽
培
の
農
産
物
や
使
用
禁
止
資

材
の
混
合
や
汚
染
が
な
い
か
等
に

つ
い
て
記
録
に
よ
る
確
認
が
行
わ

れ
て
い
る
の
で
す
。
こ
う
い
っ
た

点
か
ら
、
有
機
Ｊ
Ａ
Ｓ
マ
ー
ク
の

つ
い
た
有
機
農
産
物
は
一
般
に
流

通
し
て
い
る
も
農
産
物
の
中
で
一

番
「
安
心
」
で
「
安
全
」
と
言
え

ま
す
。

　

２
０
２
０
年
の
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
に
向
け
て
、
農
林
水
産
省

を
始
め
有
機
食
品
業
界
で
大
会
期

間
中
の
食
材
が
話
題
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　

２
０
１
２
年
の
ロ
ン
ド
ン
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
で
は
、
そ
の
開
催
方
針

に
「
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
（
持
続

可
能
性
）
へ
の
取
り
組
み
」
が
掲

げ
ら
れ
、
競
技
会
場
の
建
設
か
ら

大
会
後
の
施
設
の
利
用
も
含
め
リ

サ
イ
ク
ル
、
ゴ
ミ
の
削
減
や
環
境

保
全
等
に
積
極
的
な
取
り
組
み
が

な
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
取
り
組
み

の
中
で
、
大
会
期
間
中
に
提
供
さ

れ
る
全
て
の
「
食
」
に
つ
い
て

４．農産物流通・社会づくりの取り組み
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議
会
）
認
証
が
選
手
村
や
ス
タ
ッ

フ
の
食
品
及
び
食
材
に
条
件
付
け

ら
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な

取
り
組
み
は
そ
の
後
の
世
界
的
な

イ
ベ
ン
ト
の
開
催
で
常
識
化
し
つ

つ
あ
り
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
招

致
委
員
会
が
国
際
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

委
員
会
（
Ｉ
Ｏ
Ｃ
）
に
提
出
し
た

立
候
補
フ
ァ
イ
ル
に
も
「
持
続
可

能
で
環
境
に
や
さ
し
い
食
料
を
使

用
す
る
取
り
組
み
の
実
行
」（
開

催
基
本
計
画
）
を
主
要
目
標
に
掲

げ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
背
景
か
ら
、
農
林

水
産
省
で
は
「
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
農

産
物
等
の
生
産
量
等
調
査
委
託
事

業
」
を
立
ち
上
げ
、
オ
ー
ガ
ニ
ッ

ク
・
エ
コ
農
産
物
（
※
４
）
の
生
産

状
況
の
実
態
調
査
を
行
い
、
東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
食
材
・
食
品
の

確
保
と
と
も
に
、
環
境
保
全
と
持

続
可
能
な
農
業
の
確
立
と
オ
ー
ガ

ニ
ッ
ク
・
エ
コ
農
産
物
の
安
定
供

給
体
制
の
構
築
を
進
め
て
い
ま

す
。
ま
た
、
地
方
に
お
い
て
は
Ｊ

Ｇ
Ａ
Ｐ
（
ジ
ェ
イ
ギ
ャ
ッ
プ
※
５
）

の
規
範
づ
く
り
や
農
場
認
証
等
も

図
ら
れ
、
官
民
一
体
と
な
っ
て
さ

ま
ざ
ま
な
団
体
が
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
に
向
け
て
動
き
出
し
て
い

ま
す
。

　

国
際
的
に
有
機
栽
培
の
基
準
や

第
三
者
認
証
制
度
の
基
盤
づ
く
り

と
そ
の
推
進
に
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
き
た
Ｉ
Ｆ
Ｏ
Ａ
Ｍ
（
※
６
）
に

お
い
て
、
新
た
な
認
証
シ
ス
テ
ム

が
つ
く
ら
れ
、
世
界
で
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
Ｉ
Ｆ
Ｏ
Ａ
Ｍ
で
は
、

物
流
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
や
第
三
者

認
証
の
シ
ス
テ
ム
の
複
雑
化
に
よ

る
手
間
や
コ
ス
ト
の
増
大
等
を
背

景
に
、
地
産
地
消
や
地
方
に
お
け

る
有
機
農
業
の
推
進
と
り
わ
け
中

小
規
模
農
家
の
有
機
農
業
へ
の
転

換
・
発
展
が
阻
害
さ
れ
て
い
る
と

い
う
懸
念
が
広
が
り
、
２
０
０
３

年
か
ら
認
証
基
準
や
有
機
保
証
の

し
く
み
を
根
本
か
ら
見
直
す
活
動

が
始
ま
り
、
生
産
者
と
消
費
者
の

信
頼
に
基
づ
く
有
機
認
証
の
し

く
み
を
「
参
加
型
保
証
シ
ス
テ

ム
（Participatory Guarantee 

System
s

：
略
称
Ｐ
Ｇ
Ｓ
※
７
）
と

し
て
体
系
化
、
２
０
０
８
年
に
は

そ
の
定
義
を
世
界
理
事
会
で
承
認

し
、
第
三
者
認
証
制
度
と
並
ぶ
も

う
一
つ
の
有
機
認
証
の
し
く
み

「
Ｏ
Ｇ
Ｓ
（O

rganic Guarantee 
System

s

）」
と
し
て
正
式
に
位

置
づ
け
、
推
進
し
て
い
ま
す
。
こ

の
Ｐ
Ｇ
Ｓ
は
、
主
に
地
域
の
市
場

（
マ
ー
ケ
ッ
ト
）
に
向
け
て
出
荷

す
る
小
規
模
農
家
ら
を
対
象
と
し

て
お
り
、
有
機
農
業
の
理
念
や
規

範
・
基
準
に
適
合
し
て
い
る
こ
と

を
第
三
者
機
関
で
な
く
、
地
域
の

農
家
や
消
費
者
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
が
協

力
し
て
保
証
し
て
い
く
シ
ス
テ
ム

で
、
こ
れ
に
よ
り
簡
便
で
経
費
の

か
か
ら
な
い
方
法
で
認
証
が
得
ら

れ
る
し
く
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
地
域
の
人
々
の
積
極
的

な
参
加
に
よ
り
、
単
な
る
二
者
認

証
に
留
ま
ら
ず
、
有
機
農
業
に
よ

る
地
域
づ
く
り
を
視
野
に
入
れ
た

取
り
組
み
を
狙
い
に
し
て
い
ま

す
。

　

近
い
将
来
、
自
然
農
法
の
認
証

制
度
を
発
足
さ
せ
、
一
人
で
も
多

く
の
方
が
安
心
し
て
安
全
な
自
然

農
法
の
農
産
物
を
手
に
入
れ
る
社

会
づ
く
り
に
貢
献
し
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。
今
後
の
活
動
に
期

待
し
て
い
た
だ
き
、
引
き
続
き
当

セ
ン
タ
ー
の
活
動
に
ご
理
解
と
ご

協
力
を
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

用語解説

※１	 ＢＳＥ（Bovine Spongiform Encephalopathy）／牛海綿状脳症：一般に「狂牛病」と呼ばれ、脳の組織にスポンジ状の変化
を起こし、攻撃的あるいは沈鬱状態となり、体重減少、異常姿勢、強調運動失調、麻痺、起立不能等の症状を示す、牛に発
生する遅発性かつ悪性の中枢神経系の病気。

※２	 ＪＡＳ法：平成 27 年 4 月 1 日の食品表示法施行に伴い、法律名が「農林物資の規格化等の適正化に関する法律」と改正さ
れています。

※３	 GLOBAL G.A.P.( グローバルギャップ )：EU の小売業界が始めた GAP（Good Agricultural Practice、「適正農業規範」国内では「農
業生産工程管理」等とも訳されている）農場認証制度で、環境保全を柱とする持続可能な農業管理に、更に食品取扱の衛生
基準（HACCP の考え方）、労働安全を加えた認証制度。世界に数多くある GAP 認証制度のうち、25 制度に対して同等性の
認証をしている。

※４	 オーガニック・エコ農産物：環境に配慮して生産された農産物であって、①有機 JAS の認定生産者が格付した有機農産物、
②有機 JAS の認定は受けていないが化学肥料や化学合成農薬を使用せず栽培された農産物、③たい肥等により土づくりを行っ
た上で、化学肥料と化学合成農薬を地域の慣行レベルに比べ相当程度低減して栽培された農産物（特別栽培農産物等）を含
めた総称。

※５	 ＪＧＡＰ（ジェイギャップ）：Japan Good Agricultural Practice の略称で、日本版の GAP。近年日本国内で進められている農
場認証制度。グローバルギャップとの同等性はまだとれていない。

※６	 ＩＦＯＡＭ（アイフォーム）：International Federation of Organic Agriculture Movements （国際有機農業運動連盟）の略称。
1972 年にパリで設立（現在、本部ドイツ・ボン）、有機農業の普及に努めてきた世界最大の国際的な NGO（非政府機関）で、
小規模農家や有機農業団体、有機認証団体、コンサルタント、研究者、消費者、国際流通企業等世界 116 カ国以上の約 770
団体が加盟している。

※７	 ＰＧＳ： IFOAM では、「地域に焦点を当てた品質保証システムで、信頼、社会的なネットワーク、知識の交換の基盤の上に、
関係者の積極的な参加活動に基づいて、生産者を認証する」と定義している。
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